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家庭教育についての
相談はこちらまで。
お待ちしています。 家庭教育応援通信
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海津市が講座の案内、募集をします。

父も母も子どもも主役！みんなで楽しむ太巻きづくり

海津市家庭教育推進協議会（海津市家庭教育支援チーム）には、８つのボラ
ンティア団体が所属し、親子向けに講座を行っています。今回主催の海津レク
リエーションクラブは、その１つで、恵方巻として太巻きを親子で作る講座を
行いました。今年で１８回目です。
「今のお母さんは、高い恵方巻を買っちゃうけど、安く作れるよと伝えたい。
親子で巻くのも楽しいしね。」

今日の講座のキャプテンの北島さんが話してくれました。
今日は、1人２本、太巻きの他、サラダ巻きも作ります。お母さんだけでな

く、お父さんの参加もありました。それぞれのテーブルに食材とラミネートさ
れた作り方が用意されているので、北島さんの説明の後、それを見ながら協力
して、かんぴょうや人参を煮たり、卵を焼いて細く切ったりして、具材の準備
を始めました。
酢飯ご飯と白菜と塩昆布の漬物は、レクリエーションクラブのメンバーと海

津市文化・スポーツ課の職員が別室で用意しました。
具材が準備できると、いよいよ巻きすに、海苔と酢飯、そして具材をのせ、

具が動かないように巻きます。初めて巻く子もお母さんの補助で上手に巻くこ
とができました。お父さんは、残った具材を全部入れての大太巻きに挑戦。巻
けるかどうかお子さんはひやひやして見ていましたが、なんとか無事に巻けて、
お父さんもほっと安堵。手作りの巻きずしは、パックに入れて、家族へのお土
産です。
最後に、恵方巻を食べる作法も教えてもらいました。今年の節分

では、南南東を向いて、手作りの恵方巻を食べることができますね。

中学生は、受付のボランティアをして
から、一緒に作りました。後日、家庭教
育推進協議会より「ボランティア活動参
加証明書」が発行されます。
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豪快に具材を入れるお父さんの大太巻き

お母さんと一緒に、気持ちを合わ
せて、くるり！上手に巻けました。
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掲示には、色とりどり
の用紙を貼り合わせた
かわいい鬼たちがいっ
ぱい。保護者の方が作
られました。
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東濃地区で人気の親子のふれあいを創り出す取組です！

加藤副園長先生に伺いました。
「子どもたちに人気のミッションは？」

意外と年長の子たちが、スキンシップを求める傾向があります。
なので、「かえるときにちょっとだけおんぶ」「夜ねるときギュッとし
よう」というような取組が人気のようです。取組を続けてきたら、
時々、自分の好きなカードが出るまで、何回も引き続ける子もあり
ました。この間は、一緒にお迎えに来ていた小学生の子もカード
を引いていました。微笑ましかったです。

親子のかかわりを少し意識してもらうだけで、子育ての楽しさ・幸せを味わえることに気づかせてもらえる取組でした。

保護者の方に伺いました。
この間、カードで「夜寝るときにお話しし
よう（生まれたときのこと）」が出ました。ベ
ットの中で子どもが生まれてきたときのこと
を話していると、「ぼくは、階段を上がって
出てきた。」と子どもの方からも話をしてく
れ、ビックリしました。生まれてきたときのこ
とを覚えているんでしょうか。

カードの言葉は、保護者が考え
ました。
幼稚園から帰る時だけでなく,

お買い物の時,食事の準備の時,テ
レビをみる時,お風呂に入る時,夜
眠る時など,親子で取り組むいろ
いろなミッションがあります。

東濃地区の子育て・親育ち通信
「家庭教育なう」より
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「おはなのぽっけ」のやり方紹介
忙しい毎日の中で、ちょっとした“ほっ
こり感”や“幸せ感”に気づいています
か？
特別なことはしなくても、『ほっこり幸
せ親子時間』は、毎日の日常にあるか
もしれませんね。
＊おはなのぽっけから、幸せタイムの
プレゼントです。

ぜひ、親子で楽しんでください。
【遊び方】

１ 降園時、「おはなのぽっけ」から1枚
カードを引く

２ カードの内容を親子で確認し、「お
はなのぽっけ」に返す

３ カードの内容を親子で楽しむ♪
４ 次の日、またチャレンジ
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田中園長先生の園の経営方針
やる気・元気・大好き

３つの木を育てよう →お花へ

土岐市立泉小学校附属幼稚園 在宅取組型 家庭教育学級

親子で笑顔になれるほっこりタイム「おはなのぽっけ」
日 時 令和７年11月～今年度いっぱい（予定）
参加者 園児とその保護者

泉幼稚園では、この11月から園とPTAが協力して「おはなのぽっけ」
の取組が始まりました。東濃西部の家庭教育学級リーダー研修会に参
加された方は、「ほっこりんごちゃん」の取組といえば、聞き覚えがあるか
と思います。今年から、園の経営方針「やる気、元気、大好き」に合わせ
て「お花のぽっけ」と名前をかえて取り組んでいます。リーダー研修会で
も多くの方から「いいねー。」の声が上がった取組を紹介します。
子どもたちは迎えに来たおうちの方と一緒に帰るとき、「おはなのぽっ
け」からカードを引きます。そのカードのミッションを親子で実施する取組
です。
子ども達は、笑顔でぽっけからカードを引いていました。その内容をお
家の方と確認するときも笑顔。この取組を楽しみにしている様子が伝わ
ってきます。この日は、PTA会長の小幡さんも一緒に立ち会っていただけ
ました。小幡さんは、リーダー研修会でこの取組を紹介してくださった方
です。取組の内容がとても素敵だったので、さっそく他の園でも「やって
みました。」との声を聞きました。この日も、親子ともども笑顔の降園風景
でした。
取材して、文字通り降園のお迎えに「はな」を添えていると感じました。
カードを見合う親子のふれあいの様子がとても微笑ましかったです。
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「やったー！今日はおんぶしてもらえる！」
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